
*1～3は、各項枠内に収まるように記述（全 3ページ、文字サイズは 11ポイント）

1．課題の現状認識（課題の現状、解決すべき点などを具体的に記述）

2.ICTの普及、発展、グローバル化へのインパクト
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3．課題をどのように解決する（解決方法をスケジュールを含め具体的に記述） 

＊助成金の使途で「謝金」の合計が「希望助成額」の 3割を超える場合にはその理由が判るように記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Sa
m
pl
e



 

４．この調査研究に関連し、過去に当財団または、他機関から助成金を受領したもの、 および 

現在他機関へ申請中のものについて、具体的にその内容を記載ください。  

 

研究テーマ 

 

助成（申請先）団体名 

研究期間 

例:2017.4.1～

2019.3.31 

助成金額 

（千円）/半角 

⚫  ⚫                   

 

⚫  
   

⚫  

 
   

⚫  

 
   

⚫  

 
   

⚫  

 
   

 

５．主な発表論文等（本研究に関係あるものには赤字でアンダーラインを引いてください） 

形式：①著者名（全著者） ②論文/書籍のタイトル ③発表形式（学術雑誌:雑誌名、号巻ページ、掲載年

月／口頭発表:会議名、予稿集ページ、発表年月／著書:出版社名、ページ（分担執筆の場合）出版年月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊助成金使途明細はエクセルシートに記載してください。 
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